
令和４年度 近江八幡市ＳＤＧｓ・ＭＬＧｓ取組事例集作成に係る募集要項 

 

 

（１）概 要 

２０１５年の国連サミットにおいて、持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ：Sustainable 

Development Goals）が採択され、その理念は国内でも浸透し、多くの企業や団体、教育

現場等にて具体的な取組が行われています。 

しかしながら、ＳＤＧｓの目標達成にあたっては、組織としてだけでなく、一人一人が

自分ごととして考え、より実践を深めていく必要があることから、本市では、令和２年３

月に「わたしたちのＳＤＧｓ 近江八幡市ＳＤＧｓ取組事例集」を作成し、ＳＤＧｓに関

する周知・啓発を図ってきました。 

令和４年度は、琵琶湖版ＳＤＧｓ「マザーレイクゴールズ（ＭＬＧｓ）」の視点も含め

た、新しい取組事例集の作成を通して、ＳＤＧｓをより身近に感じ、個々の更なる理解と

実践に繋がることを目指しています。 

 

（２）取組事例の内容 

次のいずれかに該当する取組とし、ＳＤＧｓやＭＬＧｓに対する取組宣言を行ってい

るかどうかは問いません。 

・エネルギーをはじめとする持続可能な資源循環、地産地消、環境保全活動など、ＳＤＧ

ｓやＭＬＧｓの目標達成に貢献する取組 

・企業・団体の業務とは別に職員等が行う社会貢献の取組 

 

（３）取組事例の募集対象 

  次のいずれにも該当する者 

・近江八幡市内に事業所（事務所）を有する、あるいは近江八幡市内で活動する企業、 

団体、個人事業主等 

 ・ＳＤＧｓやＭＬＧｓの理念を理解し、その達成に資する取組を行っている者 

 

（４）提出期限 

 令和５年２月３日（金） 

 

（５）提出方法 

 ・別紙様式１「ＳＤＧｓ・ＭＬＧｓ取組事例紹介シート（.xlsx）」及び様式２「ＳＤＧｓ・

ＭＬＧｓ取組事例掲載内容（.pptx）」に必要事項を記入・添付の上、メールにて企画課

宛て（010202@city.omihachiman.lg.jp）にご提出ください。 

 ・パワーポイント（.pptx）形式での提出が困難な場合は、様式１のみの提出で可とし、

掲載用画像（.png や.jpeg）を別途添付してください。 



 ・掲載用画像については、肖像権・著作権・使用権等の権利侵害に該当しないものである

ことにご留意ください。 

 ・ご提出の際には、タイトルを「【企業・団体・施設名】ＳＤＧｓ・ＭＬＧｓ取組事例の

提出について」としてください。 

 

（６）提出後の取り扱いについて 

・ご提出いただいた後、取組内容について確認をさせていただく場合があります。 

・文字の書体や大きさ、写真の配置等の軽微な変更をはじめ、紙面の都合に応じて適宜編

集させていただきますので、あらかじめご了承ください。 

・取組事例は、事例集として冊子化するとともに、本市ホームページへの掲載を予定して

おります。 

・取組事例集の冊子については、市内施設等に配布するほか、希望者に無料で提供させて

いただきます。 

 

（７）個人情報の取り扱いについて 

 ・様式１「ＳＤＧｓ・ＭＬＧｓ取組事例紹介シート（.xlsx）」に記載された担当者の情報

（所属、電話番号、E-mail、氏名）に関しては、内容に関する確認等に利用し、一般に

公開することはありません。 

 ・上記を本事業以外で使用する場合には、事前に担当者の承諾を得た上で、関連事業に係

る情報提供等に使用させていただきます。 

 

（８）担当部署 

 〒523-8501 滋賀県近江八幡市桜宮町２３６番地 

近江八幡市総合政策部企画課 

担当：辻（内線：434） 

 TEL：0748-36-5527／FAX：0748-32-2695 

 E-mail：010202@city.omihachiman.lg.jp 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【参 考】 

①持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ） 

ＨＰ： https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/sdgs/about/index.html 

     （JAPAN SDGs Action Platform、外務省） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②マザーレイクゴールズ（ＭＬＧｓ） 

ＨＰ： https://mlgs.shiga.jp（ＭＬＧｓ公式ＷＥＢサイト） 

※マザーレイクゴールズ（ＭＬＧｓ）とは、令和３年７月１日に策定された琵琶湖版のＳＤ

Ｇｓであり、琵琶湖を切り口とした２０３０年の持続可能社会に向けた１３の目標です。

本市では、令和４年５月２６日付けで賛同宣言を行い、以降、連携・協働を推進していま

す。 


